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　北潟湖周辺地区（福井県あわら市）　現況図



様式８　年次計画
（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費

道路 あわら市 30 30

あわら市 20 5 15

公園 あわら市 100 100

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

計 150 130 0 5 15 0

提案事業

交付対象 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費

あわら市 50 40 10

2 2

3 1 1 1

計 55 1 41 11 2 0

合計 205 131 41 16 17 0

累計進捗率　（％） 63.9% 83.9% 91.7% 100.0% 100.0%

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

事業主体事業箇所名

市道 あわら夢ぐるま線　（新設）

あわら夢ぐるま公園（新設）

市道　１-21塩屋線（改良）

事業
細項目

住宅市街地
総合整備
事業

事業
細項目

事業活用
調査

まちづくり活
動推進事業

一向一揆資料館整備事業 吉崎２丁目1206番地

観光客・地域満足度調査

観光まちづくり推進会議



事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費うち用地費うち整備費うち購入費

地域創造支援事業
◆一向一揆資料館整
備
　 事業

　浄土真宗中興の祖である蓮如上人が開いた「吉崎
御坊」近くの民家を活用し、本願寺と門徒たちが連合
して守護大名の領国支配に反抗した「加賀一向一揆」
を現代世相と重ね合わせることにより、「百姓の持ち
たる国」に影響を受けた宗教文化と、それに根付いた
吉崎の歴史・民族・風土を展示し、団塊の世代の死生
観にも訴えかける「一向一揆資料館」を整備する。

あわら市 615㎡ 平成25年度 平成26年度 50 15 35

・一向一揆資料館の整備
　用地取得　　15,000千円
　調査設計　　　3,000千円
　施設整備　　22,000千円
　展示工事　　10,000千円

事業活用調査
◆観光客・住民満足度
調
　 査及び効果測定事
業

　社会資本整備総合交付金事業を実施したことによ
る観光客や地域住民の満足度調査を実施するととも
に、さらなる効果を引き出すための専門的解析を行
う。

あわら市 平成24年度 平成27年度 2 ・事業効果調査分析　2,000千円

まちづくり活動推進事
業
◆観光まちづくり推進
　 会議開催

　観光まちづくり推進会議を中心としたまちづくり活動
を促すことにより、継続的なにぎわいづくりのための
仕掛けづくりやもてなしの心を醸成するための研修の
開催、専門家の招聘、地区内外へのＰＲ活動を活発
化し、地域活動の活性化を図る。

あわら市 平成24年度 平成26年度 3 ・推進会議等開催業務委託料等　3,000千円

事業名 事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間 交付期間内事業費

事業費の主な使途概要 その他



道路

　都市計画道路名
又はその他道路名 区間

道路
区分

事業
主体

事業
手法 工種 延長

整備後
車線数

歩道
幅員

まち交
事業費

まち交における
事業期間 事業内容

都市計画
決定 備　　考

整備前整備 （年度）
注１) 注２) m m m 車線 ｍ 百万円 注３） 年月 注４）

＜道路＞
－

市道 あわら夢ぐるま線（新設） 地 あわら市 － 250 - 6 2 - 30 平成24年度 車道新設、下水道管敷設

市道 １-21塩屋線（改良） ～ 地 あわら市 － 70 11 5 2 2 20 平成26～27年度休憩エリア・施設新設

～ －

～ －

～ －

（参考）

＜関連事業＞

＊本調書にはｱ)交付対象事業「道路」（街路、地方道、国道、その他）、ｲ)関連事業道路のすべてを記載すること。
　　注１）＜道路＞については、街、地、国、他の別を記載。
             ＜関連事業＞については、国、主、一、市の別を記載。
　　　　　　ただし、街：街路、地：地方道（市町村道）、国：国道、主：主要地方道、一：一般都道府県道、市：市町村道、他：いずれにも該当しないもの
　　注２）＜関連事業＞について通、交、地特、単独、促の別等を記載。補足説明すべき点は備考欄に説明を記載。
　　注３）施設の構造、工法、及び地方道事業においては細工種、街路事業においては沿道区画整理型街路事業等の事業名
　 　　注４）備考には現在の道路状況を把握するために必要なその他の事項で、交通量（人／日）、混雑度等を記載
　　　　　（例）･道路改築：交通量（人／日）、混雑度等
　　　　　　　　･自転車駐車場：都市計画決定の有無、面積、利用台数等
＊交付対象事業「道路」を「身近なまちづくり支援街路事業」等のいわゆるグレードアップ事業として実施する場合は、それらの計画様式を次頁以降に添付すること。
＊不足する場合は適宜行を追加すること

幅員



公園（都市公園補助事業採択要件外）

交付期間内事業費内訳

公園等名（*1） 種別等（*2） 事業主体（*3） 概要（面積(㎡)等） 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考（*5）

（*4） 事業費（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

あわら夢ぐるま公園（仮称） 無 あわら市
条例設置公園
8,000㎡

100 5 5 90
植栽、四阿、遊具、芝
生広場、トイレ、駐車場

合計 － － － 100 5 5 90 －

*1　公園等名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。

*2　「種別等」欄には、都市公園の種別である「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「動植物公園」、「歴史公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、

　 　「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　都市公園でない場合は「無」を記入し、「概要（面積等）」欄に制度上の位置付け（条例設置公園等）を簡潔に記載。

*3　「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）

*4　「概要（面積(㎡)等）」欄には、都市公園でない場合に公園としての制度上の位置づけを記入する他、計画面積（単位：㎡）等を記入すること。

*5　「備考」欄には整備する主な施設（園路、植栽、あずまや、体験学習施設等）を簡潔に記載。

*6　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。



　都市再生整備計画（北潟湖周辺地区）　「あわら夢ぐるまバリューアップ事業」　整備個所の現況と整備後のイメージ

（現況） 道路新設・公園整備予定地

あわら夢ぐるま公園 整備イメージ

風力発電８号機

農産物直売所 風羽里

■基幹事業：道路

（道路）新設工事 L=250m

■基幹事業：公園

（公園）新設工事 8,585㎡

■提案事業

まちづくり活動推進事業 （ワークショップ）

■提案事業

事業活用調査事業 （事業効果分析調査）

県立青年の家建設予定地

北潟湖畔公園

史跡 吉崎御坊跡

北潟湖畔花菖蒲

園




